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企画展示「大収蔵資料展」の広報効果と展示評価
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要 旨これまでに海の博物館で収集してきた大小さまざまな標本や映像資料で紹介する企画展示「大収蔵資

料展」 (2009 年開催）において，会場内に設置したアンケートにより広報効果と展示内容に対する評価を明らか

にしたこの企両展示を知った情報源として，海の博物館のホームページ，通路に掲示したポスターや各地で配

布したちらしが挙げられたが，来館して知ったという回答が過半数を超えた．展示のテーマ・わかり易さ・内容に

対して，いずれもポジティプな評価が 8 割近くを占め，年齢や来館回数による差はみられなかった．人気が高かっ

た展示は，ダイオウィカや工チゼンクラゲ，マッコウクジラの顎骨などの大型標本で，その理由として実物の大き
さをあげた回答者が多かった．
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千葉県立中央博物館は自然誌系を中心とした総合

博物館で， 1989 年に千葉市に設置された．この中央

博物館の海における野外活動を補完する施設として，

分館悔の博物館が 1999 年に勝浦市に設置された．海

の博物館では，房総半島をはじめ全国各地で海の生

物や自然環境に閲する資料の収集や調査研究が行わ

れており， これらの活動によって得られた資料や新た

な知見は，展示や教育普及活動を通しで一般の人々に

広く知ってもらう機会を提供している．

海の博物館の展示エリア全体（通路等も含む）の床

面積は 790 面で，建物の総床面積 (3,919 面）に占め

る割合は 20.2% である．展示エリアには，展示室，ロ

ビー，研修室の 3 つがある．展示室（床面積 342 m') 

には，千葉県の悔と自然をテーマとした常設展示があ

り， 4 つのエリアから構成されている．すなわち，房

総全体の海を紹介する「房総の海」，房総各地の悔の

特徴を紹介する「さまざまな海の姿」，海の博物館の

周りの海を紹介する「博物館をとりまく自然」，そして

展示室とフィールドの橋渡しをする「悔と遊ぼう」であ

る．一部の展示はユニット化されており，季節などに

応じて別のユニットに交換して展示にバリエーションを

持たせる工夫がされている．展示室に隣接するロビー

（床面積 169 可）には，海の生きものや自然に関する

図書が設置されており，来館者がフィールドヘ出る前

後に学習できるようになっている． ロビ一を隔てて展

示室と反対側には，研修室（床面積 121 m') がある．

ふだんは，房総の海と博物館周辺の海を紹介する 2

本の映像が大型スクリーンで定時上映されているが，

研究会や企画展示など様々な用途で使川できるように

なっている．

海の博物館では， さまざまなタイプの企画展示が開

催されている．研究員の専門分野に関連したテーマで

海の生物や自然環境などについて詳しく昭介するマリ

ンサイエンスギャラリーや，湘の博物館に収蔵されて

いる資料の一部を公開する収蔵資料展のほか，他機

関と合同で実施する展示などが挙げられる．収蔵資料

展では， これまでにイッカク Monodon monoceros (北

極海に生息するクジラの仲間）の全身骨格標本（平成

15 年度， 17 年度），貝類の乾燥標本（平成 18 年度）

や海烏の剥製標本（平成 20 年度）を公聞してきた．

企画展示の開催中には，アンケート用紙を会場に

設置して回答者の基本情報と展示の感想を毎回収集し

て，集計結果を海の博物館で毎年発行しているニュー

スレター「いそっぴ通信」で公表してきた．本報告で

は，平成 21 年度に開催した収蔵資料展「大収蔵資料

展ー大きなモノから小さなモノまで」の展示内容と広報

の方法について紹介し，アンケート結果を分析して広

報効果と展示内容に対する来館回数・年齢別評価つ

いて明らかにした．

展示内容

千葉県立中央博物館分館海の博物館では，平成 21

年度収蔵資料展「大収蔵資料展ー大きなモノから小さ

なモノまで」を， 2009 年 7 月 18 日から 9 月 27 日まで

の休館H を除く合計 67 日間，研修室を会場として開催

したこの企画展示では，悔の博物館の開館 10 周年

を記念して， これまでに収集·登録されてきた 55,678

点 (2009 年 3 月末現在）の資料等の中から，大小さま

ざまなモノ（標本）とモノでないもの（映像資料）を
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図 1 . 大収蔵資料展の平面図．黒点間の線はパーティションを示し，長い線は 1.8 m, 短い線は 1.2m. 四角形は展示台．

表 1 . 「大収蔵資料展」の展示項目と主な展示夜料および資料形態．

大項目 小項目 主な展示資料

1 海の博物館の収蔵臼料 1-1 収蔵資料とその役割 資料の意義

1-2 どのように資料を収集する？ 資料収集のようす

1-3 どのように資料を整理．登録する？ 乾燥標本の例

1-4 どのように資料を保管する？ 液浸標本，写真資料，動画資料の例

2 大きなモノ 2-1 千葉県勝浦沖で漁獲されたメカジキ

2-2 巨大なクラゲ

2-3 最大のハクジラ

2-4 最大級の無脊椎動物

2ー5 「鮫」でないサメ

3 小さなモノ 3-1 温帯域にやってくる熱帯性魚類

3-2 微小貝を採集する

3-3 雌雄同体の動物たち

3-4 研究に使用された収蔵資料

3-5 植物資料

4 「モノ」でないもの 4-1 海の博物館の動画資料

牛2 海の博物館の写真没料

メカジキ

ェチゼンクラゲ

マッコウクジラ（下顎骨）

ダイオウィヵ

カラチョウザメ

セグロチョウチョウウォ

ミジンワダチガイ

ヒラムシの一種

アカホシカクレエビ

アマノリの一種

千葉県各地の海洋生物と生息環境

海洋生物の生態・標本写真

主な資料形態

パネル

写真資料

乾燥標本

液浸標本等

液浸標本

液浸標本

乾燥標本

液浸標本

乾燥標本

生体

乾燥標本

動画資料

液浸標本

生体

動画資料

写真資料

図 2 の写真
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選りすぐって公開したなお，サブタイトルはある企業

の有名な宣伝歌の歌詞の一部をなぞらえることにより，

展示への関心を引きつける効果も期待した．

展示は 4つの大項目と 16 の小項目で構成した（図 I,

2, 表 I).

1つめの大項目は，「海の博物館の収蔵資料」である．

小項目 1-1 (固 28) では，海の博物館で収集の対象

としている資料とその意義について解説した．

小項目 1-2, 3, 4( 図 2C, D) では，資料の収集・整理·

登録・保管方法について紹介写真で紹介するとともに，
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さまざまな形で保管されている資料（液浸・乾燥標本，

写真・動画資料）を実物で紹介した．なお，博物館

資料の整理・保管が行われている現場を来館者に実

際に見ていただくために，収蔵庫見学ツアー (I 回 30 分，

合計 6 回，参加者合計 37 名）を会期中に実施した．

2つめの大項目は，「大きなモノ」である． ここでは，

これまでに海の博物館で収集した資料のうち，大型標

本を紹介した．

小項目 2-1( 図 2E) は，メカジキXiphiasgladius (全

長 1.2 m) の液浸標本である．メカジキはマカジキとな

らび千葉県勝浦市に水揚げされる代表的な魚類で，こ

の個体は 2008 年 12 月に地元の漁業者から提供され

たものである．

小項目 2-2( 図 2F) は，工チゼンクラゲ Nemopilema

nomurai( 傘径約 80 cm) の液浸標本である．工チゼン

クラゲは年によって日本海側で大発生し，近年太平洋

側でも確認されるようになった． この個体は 2002 年

12 月に勝浦市沿岸に出現したもので，採集直後の生体

映像と併せて展示した．

小項目 2-3( 図 2G) は，マッコウクジラ Physeter

macrocephalus の下顎骨（長さ 4.9m) である．これは

2003 年 12 月に千葉県千倉町（現南房総市）の海岸に

座礁した全長 17.6m の雌個体の下顎骨で， 白骨化させ

るためにいったん海岸に埋葬したあと再び掘り起こす

作業を行っている写真とともに展示した．

小項目 2-4( 図 2H) は， ダイオウィカ Architeuthis

japonica( 全長 2.7m) の液浸標本である．これは 2007

年 1 月に山口県長門市に漂着した個体で，萩博物館か

ら提供されたものである． ダイオウイカをマッコウクジ

ラの下顎骨のすぐ隣に配置し，深海での両種の「対決」

をイメージするイラストとともに展示した．

小項目 2-5( 図 21) は，カラチョウザメ Acipenser

sinensis( 全長 2.lm) とダウリアチョウザメ Huso

dauricus( 全長 1.7m) の乾燥標本（剥製）である．両

種はいずれも昭和 30 年代に千葉県の内房地域で採集

された個体である（川瀬・奥野， 2011 を参照）．

3つめの大項目は，「小さなモノ」である．ここでは

前項目とは逆に，小型の標本や生体を展示した．海の

博物館の 5 名の研究員が小項目を 1 つずつ担当し，そ

れぞれの専門分野に関連する内容を紹介した．

小項目 3-1( 図 21) では，温帯域の勝浦沿岸に来遊

する熱帯性魚類の例として，チョウチョウウオ類の生

体を水槽で展示した． これまでに収集した資料を紹介

するという展示の趣旨からすると標本を展示すべきとこ

ろであるが，動きのない標本のみによる単調さを解消

するために生体を使用した．

小項目 3-2( 図 2K, L) では，成長しても数 mm にし

か達しない微小貝の採集方法をパネルで紹介し，標本

を展示した．微小貝は肉眼では形がわかりにくいため，

写真を配置するとともに，虫眼鏡や実体顕微鏡を通し

て実物を観察できるようにした．その中の一つミジンワ

ダチガイ Ammonicerajaponica (殻長 0.49mm) は，今

回の展示物の中で最小の標本である．

小項目 3-3 (図 2M) では，雌雄同体の動物の例とし

てヒラムシの一種の交尾する様子を動画で紹介すると

ともに，フジツボ類の乾燥標本やエボシガイ類の液浸

標本を展示した．

小項目 3-4( 図 2N) は，種を分類・記載するために

使用されたアカホシカクレエビAncylomenes speciosus 

やティーダゼプラヤドカリ Pylopaguropsis bellula など

のタイプ標本を紹介した．

小項目 3-5( 図 20) では，世界で唯一千葉県から報

告されているオオノアナメ Agarum oharaense の押し葉

標本や，絶滅危惧種が含まれているアマノリ類の培養

株を展示した．

4つめの大項目は，「「モノ」でないもの」である．

海の博物館では，「モノ」ではなく電子情報である動

画や写真も，標本と同様に一次資料として登録・保管

しており（川瀬， 2008 を参照），その一部を編集して

公開した．

小項目 4-1 (図 2P) では． これまでに房総半島各地

で撮影した悔中景観や海洋生物の動画資料を編集し

て，約 7 分間の映像「房総の海の自然と生きものたち」

を大型スクリーンで連続上映を行った．

小項目 4-2( 図 2Q) では．これまでに資料収集・

調査研究の過程で撮影された標本写真や生態写真を

150cm x 90cm のポスター 2 枚に約 300 枚の写真を敷

きつめて展示した．

広報の方法

海の博物館で企画展示を開催する際，その会期や

概要を周知させるために様々なメディアを通して広報を

行っている．広報の方法は毎回ほぼ同じであるが，規

模は企画展の種類によって異なっている．今回の「大

収蔵資料展」では，以下のような広報を行った．

広報メディアは，館独自のものと館外のものに大別

できる．館独自のメディアとして，行事案内やちらしな

どの配布印刷物，ポスターや横断幕などの掲示印刷

物，ホームページやメールマガジンなどの電子情報が

挙げられる．

行事案内（図 3A 左）は A6 切版・観音折り，両面

カラーの印刷物で，年度当初に毎年発行している． こ

れには海の博物館で 1 年間に開催される行事が掲載

されており，その表紙を全面使用して「大収蔵資料展」

の開催案内を掲示した．印刷部数は 8,000 枚で，近

隣の観光·宿泊施設，近隣の小中学校や自治体，県

内外の博物館関連施設，マスコミ等に配布したほか，

館内に設置して来館者に配布した．

ちらし（図 3A 右）ぱ A4, カラー・白黒の両面印
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A 

図 3 大収蔵賓料展の広報に用いたちらしとしおり (A), 博物館の壁面に掲示した横断幕 (B ) .

刷物で，表面には展示タイトJレと会期および利用の案

内，裏面には展示の概要が記載されている ． 印刷部

数は 15 ,000 部で， 上記の配布先のほか，千葉県庁や

県内教育機関の各部署にも配布した

ポスターは， ちらしの表面の図案を A l サイズに拡

大印刷し， 約 10 枚を駐車場から博物館へつながる通

路や展示室のロビーに掲示したまた， 代表的な展

示物を図案にした 1 20cm x 1 20 cm のポスター 4 枚を，

博物館から悔岸へ向かう通路に掲示した ．

横断幕は Im x 9m の大きさで， 企画展示が開催中

であることを知らせる再利用が可能な汎用型と，展示

タイトJレや開催期間が表示されている使い切り型を用

意した ． 前者は博物館へのアクセス経路となっている

国道の歩道橋 2 カ所に設置し，後者は洵の博物館の

外壁に設置した（図 3B).

ホームページでは， 企画展示を紹介するページの中

で，他の印刷物より早く「大収蔵資料展」の概要を掲

載し， ちらしの完成後には pdf ファイルをダウンロード

できるようにした

海の坤物館のメールマガジンは定期！！怖読制で毎月 I

回発行しており，「大収蔵資料展」の開催前と開催中

に発行した号には， その概要と見どころを掲載した

館外の広報メディアとして，新聞，雑誌，地方自治

体の広報紙や， テレビ， ラジオなどが挙げられる．た

だし， これらのメディアを有料で一定の枠を使用する

のではなく，展示案内を各機関に送付したり ， 記者発

表を通して展示概要を周知させて任意で取り上げられ

ている ． 実際にどれだけの件数が掲載 ・ 報道されたの

か，その全てを把握するこ とは困難であるが，例えば

千葉県の広報紙「県民だより」や地元情報誌「ぐるっ

と千葉」（（有）ちばマガジン発行）， N HK 千葉放送

局の FM ラジオ情報番組「ひるどき情報ちば」の中で

は，海の博物館で企画展示を開催する度に紹介されて

しヽる ．

アンケートとデータ解析方法

「大収蔵資料展j の開催中，展示を行っている研修

室の出 口前にアンケート用紙と箪記用具を設置し，来

誼者に任意で記入して回収箱へ投函してもらう形でア

ンケート調査を行った（図 I , 図 2R) . このアンケー ト

では，回答者自身の情報（性別，住所，年齢 ・ 学年，

来館回数），「大収蔵資料展」を知った情報源， 展示

のテーマ ・ わかり易さ ・内容に関する評価，面白かっ

た展示について質問するとともに，意見や要望等を自

由に記入できるスペースを設けた（図 4) .

アンケート用紙は毎日回収して日付ごとに綴 じて保管

し，「大収蔵資料展」の終了後に回答結果を集計した

アンケートの総回答数は 889 件であったが，不適切な

回答 33 件（白紙または大半が白紙のもの II 件， 常設

展示の感想が書かれていたもの II 件，回答に明らか

な矛盾があり悪戯書きと判断されたもの 6 件， 1 枚のア

ンケート用紙に複数人の回答がまとめて書かれてしまつ

たもの 4 件，他施設の感想が書かれたもの l 件）は除

外して解析を行ったまた，回答項目によって未回答

や複数回答の場合があるため，母数は解析項目によっ

て異なっている ．

結果と考察

1 回答者の住所．年齢 ・来館回数

「大収蔵資料展J のアンケート回答者自身の住所は，

千業県が 4 1. 8%と最も多く（地元の勝浦市は 1. 8%, 

市外は 40 .0 %), 次いで東京都 (23 . 8%), 埼玉県

(14.0%), 神奈川県 ( 11 .4%), 茨城県 (2.8%) , 群馬

県 (2. 1 %)で，関東地方の都県で 95%以上を占めた（図

5). 県外からの来館者は 58.2%で，海の博物館で平

成 1 8 年度から 20 年度に冬季から春季にかけて開催

されたマリンサイエンスギャラリーの回答結果 (43.9-
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千葉県立中央捕物館分館海の博物館 平成 21 年度収蔵資料展

「大収蔵資料展ー大きなモノから小さなモノまで」 アンケートにこ協力下さい

じしん rず

Q1 お答えいただいた方ご自身についてお尋ねします．
せいぺつ

性別：男・女
じゅうしょ かつうら

住所：勝浦市内・千菜県内・県外（ 都・道・府・県）
ねんれい

年齢： (0-9 ・ 10·20 ・ 30·40·50·GO·70 超） i蕊代
がくねん しょうがくせいみまん

学年：（小学生未満・小学 1·2 ・ 3·4·5·6 年生・中学生・高校生）
はくぶつかん ご はじ

海の博物館へお越しになった回数：（初めて. 2 回目・ 3 回目・ 4 回目以上）

しゅうぞうしりょうてん

Q2 今回の収蔵資料展は何で知りましたか？
はくぶつかん ぎょうじよていひょう けんみん しらょうそん こうほう

1. 博物館の行事予定表 2. 県民だより 3. 市町村の広報 4. ポスター・ちらし
ャっし

5. ホームページ 6. テレビ 7. 雑誌（ ) 
らいかん

8. 来館して今日知った 9. その他（

しゅうぞうしりょうてん

Q3 今回の収蔵資料展のテーマは，いかがでしたか？

1. とても関心がある 2. やや関心がある 3. ふつう ..J.. あまり関心がない
りゆう

5. 関心がない（理由：

てんじ ゃす

Q4 展示のわかり易さは，いかがでしたか？
やす やす やす

1. とてもわかり易い 2. ややわかり易い 3. ふつう 4. あまりわかり易くない
,, ゆう

5. わかりにくい（理由： ) 

ないよう

QS 展示の内容は，いかがでしたか？
おもしろ おもしる おもしろ

1. とても面白い 2. やや面白い 3. ふつう 4. あまり面白くない
りゆう

5. つまらない（理由：

おもしろ いんしょう

Q6 面白かった展示，印象に残った展示がありましたら，教えて下さい．

展示タイトル：

理由：

いけん ようほうとう

その他，ご意見・ご要望等ございましたら，ご自由ににお書き下さい（裏面もご利用下さい）．

ご協力どうもありがとうございました．

図 4. 大収蔵贅料展の会場に設骰したアンケート用紙．
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固 5 . 大収蔵資料展アンケート回答者の居住都道

府県と年齢
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54.5 %) より若干高かったこれらの値は，千葉市に

ある千葉県立中央博物館で開催された企画展示での

回答結果 (13 .4%) (尾崎， 2001) と比較すると著しく高

い割合となっている勝浦市は南房総を代表する観光

地で，洵の博物館周辺は観光スポットの一つになって

いる ． また，夏休みの期間には年間を通して最も多く

の観光客が訪れる． これらのこ とが，県外からの来館

者の比率を高めている要因になっていると考えられる．

回答者の年齢をみると， I O 歳代と I O 歳未満がおよ

そ 4 分の 3 を占め，次いで 30 代， 40 代が多くなって

いた（ 図 5) . 年齢による回答率も考慮する必要がある

と思われるが， 夏休み期間に多く見られた家族連れの

来館者を反映していると考えられる．

海の博物館へ初めて来館したと答えた人の割合は，

市内在住者 1 5.4%, 市外在住者 73.4%, 県外在住者

88 . 6%であった（図 6). この結果から，海の博物館が

地域閣物館として地元の人に繰り返し利用される一方，

観光スポットとしての役割を果たして多くの一見利用を

生み出していることがうかがえる

2 「大収蔵資料展」を知った経緯

... I I ごr:; 

「大収蔵資料展」 を知った経緯を尋ねたところ，来

館して知ったと回答 した人が全体の 56.0%を占め，市

外および県外からの来館者ではその割合が最も高かっ

た（図 7). このように，「大収蔵資料展」の開催中で

あることを知らずに来館した人の割合が高い原因の一

つとして，たまたま博物館の前を通りかかって入館し

た人が多いことが考えられる ． 海の博物館のすぐ近く

には，昭和 55 年 ( 1 980 年）から営業を開始して高い

人気を誇っている千葉県勝浦海中公園センターの海中

展望塔があり ， これを目当てにして訪れる観光客の方

が多い洵の博物館は自動車駐車場から海中展望塔

ヘ歩いてい＜途中にあるが，入場者数は海中展望塔の

63%( 平成 2 1 年度）にとどまつている ． 入館者数をさ

らに増やすためには，海の博物館を目当てに来たので

はない人に対して効果的なアヒ゜ールを工夫する必要が

あると言えよう ．

函

市内 市外 県外

図 6 大収蔵賓料展アンケート回答者の来館回数．
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応如
C】采＂して”った
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ロ渭U

！口叩"'広帽紙
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i ロ ホームベージ

＇ロボスクー・ちらし
I 
' ● 行●予定表. . 

図 7 . 大収蔽資料展の開催を知るきっかけとなっ

た情報媒体

I 

あらかじめ 「大収蔵資料展」 を知った経緯として，

市外や県外からの来館者ではポスター ・ちらしと，ホー

ムページが多かった ． 配布エリアが限定されている行

事予定表や自治体広報紙で知ったと答えた人は，市内

や市外からの来館者が多かった雑誌と回答した人は，

月刊情報誌や旅行案内誌などを挙げていた．その他

には，他の人に聞いた ， 学校の行事で来たなどの回答

が含まれていた．

来館者が利用したメディアを，海の博物館が直接提

供したメディアと館外のメディアに区分した場合，前者

は 2 1. 5 %, 後者は I O. I %であったまた，印刷物と電

子情報に区分すると，それぞれ 2 1.8% , 9 .9%であった

これらのことか ら， 収蔵資料展を知るきっかけとなっ

たメディアは印刷物の割合の方が高く，県内では各自
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40% 
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n-283 
100% 

80% 

60% 

40% 
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10歳未満 1 0歳代 20歳以上

図 8 . 大収蔵資料展のテーマ (A), わかり易さ (B),
内容 (C) に対する年代別評価. 5 段階の評価（図 4)
は，それぞれ「｛憂 」 ， 「良」，「可」 ， 「劣 」 ，「否 」 と
して表示した

治体に提供した情報が広報紙に取り上げられて功を奏

していることがうかがえるその一方で，インターネッ

ト通信網が一般家庭に広く普及した今日において，ホー

ムページが広報メディアとして必ずしも十分な役割を果

たしているとは言えず，今後の広報戦略の中で再検討

してい＜余地があると思われる ．

3 展示に対する評価

「大収蔵資料展」のテーマに対する関心度 (Q3),

展示の分かり易さ (Q4), 展示の内容 (QS) の 3 つの質

問に関する 5 段階の評価 （図 4) を， 10 歳未満， I O

歳代， 20 歳以上の 3 グループで比較すると ， Q3 では

とても関心がある，またはやや関心があると答えた人

の割合がそれぞれ 74.0% , 75.2%, 80.7% (X 二乗検定，

p = 0.21), Q4 ではとてもわかり易い，またはややわか

り易いと答えた人の割合がそれぞれ 74 .6 %, 81.4%, 

100% 
n = 610 n = 138 

80% 

60% 

40% 

20% 

0% 

100% 
n = 607 n = 141 

20% 

0% 

100% 
n = 515 n = 142 

80% 

60% 

40% 

20% 

0% 

初回 2回以上

図 9 大収蔽賓料展のテーマ (A), わかり易さ (B)'
内容 (C) に対する来館回数別評価 5 段階の評価
は図 8 と同じ ．

78.7% (p = 0.13), Q5 ではとても面白い，またはやや

面白いと答えた人の割合がそれぞれ 79.9 %, 82.1%, 

80.6% (p = 0 . 78) で， 3 つのいずれの質問においても

年齢別のグループ間でポジティブな評価の割合に有意

差はみられなかった（図 8). また，初めて来館した人

と複数回来館した人の 2 グループ（図 9) を比較する

と， Q3 はそれぞれ 76. 1 % , 78.0% (p = 0.63), Q4 は

78.9%, 79.6% (p = 0.86), Q5 は 8 1. 2 %, 80.4% (p = 

0 . 82) で， 3 つのいずれの質問においても 2 つのグルー

プ間でポジティプな評価の割合に有意差は見られな

かった

「大収蔵資料展」の評価に関する 3 つの質問に対し

て，いずれも 80%前後のポジティブな評価が得られた

この値は， これまでに悔の博物館で開催されたマリン

サイエンスギャラリーとほぼ同じであった

年齢別で評価を比較した場合解説パネJレの文章
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図 11. 大収蔵賓料展で人気のあった展示テーマの

年代別割合 ．

表現は一般向けでふりがなは少なめで小学生以下には

やや難しいことや， 年齢による知識の皇やこれまでの

経験の差などから，それぞれの質問で何らかの差異

があると予測していたが，有意な差はみられなかった ．

その原因の一つは，展示構成にあったのかもしれない．

企画展示では，ふつう何らかのテーマに焦点を当てて

展示を展開するが，今回はこれまでに海の博物館で収

集した代表的な資料をオムニバス的に紹介する要素が

強く，始めから通して展示を見ずに好きなところだけ見

ても十分楽しめる構成になっていた特に大型標本で

は，解説パネルが読めなくても実物だけで迫力があり，

年齢を問わず高い評価の得られたことが考えられる．

来館回数別で評価を比較した場合以前来館した

ことのある人が前回以上の展示内容を期待していると

すれば，その評価は厳しくなる可能性も考えられるが，

初めての来館者と有意な差は認められなかった博物

館へのリヒ°ーターを維持 ・ 増加させてい＜上で， リ ヒ°—

ターの評価が初来館者の評価を下回らないことが目安

の一つになるかもしれない

4. 人気のあった展示

面白かった展示，印象に残った展示タイトJレ (Q6)

を， 4 つの大項目（表 I ) で年齢別に比較すると， 10 歳

未満 10 歳代， 20 歳以上のいずれの区分でも大型標本

の人気が圧倒的に高かった (78.9% , 76.3%, 72.1 %) . 

これに次いで小型標本に人気があり (19.9%, 22.3%, 

24.5%), 収蔵資料または映像資料と答えた人はごく

わずかであった (1 . 2% , 1.3%, 3.4%) (図 10).

次に小項目（表 I ) を比較すると，いずれの年齢区

分においてもダイオウィカの人気が最も高く ， エチゼ

ンクラゲがそれに続いた（図 11 ). その理由を見ると，

いずれも大きいことをあげる回答が大半を占めていた．

3 番目から 5 番目は年齢区分によって順位が異なるが，

いずれにおいてもマッコウクジラ， チョウザメ類，微小

貝があげられた． マッコウクジラでは，大きいこ とをあ

げる回答が非常に多いが，チョウザメ類は格好良さを

あげる回答が同程度あげられた微小貝では，逆に小

さいことを理由としてあげる回答が多数を占めていた．

それ以外の展示では，きれいだった（熱帯性魚類），

新種が見られた（植物資料），た＜さんの魚が映って

いた（動画資料 ）などさまざまな理由があげられてい

た

人気が高かった上位 2 種は，いずれも最近話題に

なり知名度の高い動物であったダイオウィカは古くか

ら深悔生物の代表格として図鑑類に掲載され， 最近は

小笠原沖で生きたダイオウィカの捕獲に成功したという

報道で知名度が一階上がった ． 工チゼンクラゲは，年

によって日本海で大発生して漁業に深刻な被害をもた

らすことがあるが，近年は北上したクラゲが津軽海峡

を越えて太平洋側でもみられるようになった．展示を

行った 2009 年の夏には，その冬に大発生する恐れの

あることが度々報じられていた． しかし， このような大

型生物の標本を見られる施設はごく限られており，一

般の人が実物を目にする機会は非常に少ないはずであ

る．本やテレビを通して見た大型生物の実物を初めて
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見て，その大きさに驚いた人が多かったのではないか

と考えられる．

展示標本の大きさではなく内容で比較的高い人気が

あったのは，海藻資料であった． ここでは，生きてい

るアマノリ類の培養株を小さな容器に入れて展示した

が，新種と考えられるものが含まれている点に興味を

持った回答が多かった．

「モノでないもの」で紹介した映像は，標本からは

知ることができない情報（体色変化や行動など）を備

えており，資料的価値が非常に高い (JI I 瀬， 2008).

しかし，映像自体は書籍やテレビなどを通して日常的

に目にすることができるため， よほど珍しい映像か新

しい視点で編集した映像でなければ高い評価を得る

のは難しいかもしれない．ただし，展示全体として見

た場合には，動物の動きやフィールドの音声があるビ

デオ映像によって，静的な標本が並ぶ単調さを解消す

る効果もあると考えられる．
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Effects of Public Relations and 
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The planned exhibition of our museum, dealing with 

various large and small marine organism specimens held 

in summer, 2009, was evaluated based on questionnaires 

collected from visitors. The major sources of media used 

by the respondents to find information on the exhibition 

were the museum web page, posters displayed on the wall 

of the passage to the museum, and leaflets distributed at 

nearby sightseeing facilities and hotels. However, it was 

revealed that more than half of the respondents found out 

about the exhibition just after entering the museum. Nearly 

80% of the respondents provided positive evaluations on 

the theme, understandability and contents of the exhibition; 

the ratings had no correlation to the age or the visiting 

frequency of the visitors. The top three of the most popular 

exhibits were occupied with large specimens, such as 

giant squid Archileuthis japonica, Nomura's jellyfish 

Nemopilema nomurai, and a jaw of a sperm whale Physeter 

macrocephalus; respondents liked these exhibits mostly 

because of the large size of the real specimens. 
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